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す
で
に
本
紙
で
は
二
回
に

わ
た
り
報
道
し
た
、
朝
霞
市

本
町
に
計
画
中
の
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
計
画
は
、「
本
町

生
活
環
境
を
守
る
会
」
と
建

主
と
の
話
し
合
い
が
続
い
て

い
る
。

　

住
民
側
は
建
物
の
高
さ
を

17
階
か
ら
10
階
に
、
高
さ
を

30
㍍
以
下
に
、
ま
た
北
側
の

階
数
を
下
げ
る
よ
う
建
主
に

対
し
て
要
求
し
て
い
る
が
、

話
し
合
い
は
難
航
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
視
野
に
入
れ
、
業
者
と
行

政
は
住
民
の
要
請
を
真
剣
に

受
け
止
め
る
べ
き
だ
。
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延
期
さ
れ
て
い
た
跡
地

の
利
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
朝
霞
市
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
提
案

さ
れ
た
意
見
は
、
富
岡
勝
則

市
長
が
策
定
す
る
基
地
跡

地
利
用
計
画
の
参
考
に
さ
れ

る
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
基
地

跡
地
の
変
遷
を
つ
づ
っ

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
あ
と
、

藤
井
敏
信
東
洋
大
学
国
際
地

域
学
部
長
の
基
調
講
演
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

同
氏
は
、
跡
地
利
用
を

通
し
て
如
何
に
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
か
と
い
う
目
標
を
定

め
、
現
代
の
激
し
い
社
会
情

勢
の
変
化
を
考
慮
し
つ
つ
、

こ
の
地
域
が
す
で
に
首
都
圏

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
現

状
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ

る
と
の
立
場
を
述
べ
た
。
ま

た
新
し
い
行
政
と
市
民
と
の

緊
密
な
連
動
に
よ
っ
て
、
管

理
を
も
含
む
全
体
の
計
画
を

真
剣
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
討
論
に
先
立
ち
、

富
岡
市
長
は
、
多
額

の
予
算
を
と
も
な
う
重
要
な

課
題
な
の
で
、
市
民
の
意
見

に
耳
を
傾
け
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
り
つ
つ
、
的

確
な
計
画
の
作
成
に
努
力
す

る
意
向
を
表
明
さ
れ
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
、
大
畑　

亨
朝
霞
市

商
工
会
長
は
、
地
域
の
振
興

は
商
工
業
の
活
性
化
が
核
と

成
る
べ
き
だ
と
の
見
解
に
基

づ
い
て
、
商
業
ゾ
ー
ン
の
整

備
と
、
関
連
施
設
と
の
複
合

計
画
の
推
進
を
提
言
し
た
。

　
「
は
ら
っ
ぱ
の
会
」
世
話
人

代
表
横
井
千
恵
子
さ
ん
は
、

県
の
協
力
を
要
請
し
て
、
樹

林
公
園
と
し
て
整
備
す
る
よ

う
提
言
、
所
沢
航
空
記
念
公

園
、
和
光
樹
林
公
園
な
ど
の

県
営
公
園
を
例
に
挙
げ
て
、

緑
を
生
か
し
た
跡
地
公
園
の

構
想
を
訴
え
た
。

　

ま
た
「
朝
霞
地
域
力
向
上

委
員
会
」
委
員
長
高
堀
愛

香
さ
ん
は
、
体
験
的
な
プ
レ

イ
パ
ー
ク
、
食
、
教
育
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
複
合
ゾ
ー
ン
を
提
示
し

た
。

　
「
北
朝
霞
お
や
ち
ゃ
い
村
」

を
創
設
し
、
育
成
さ
れ
た
勝

瀬
義
仁
東
洋
大
学
建
築
学
科

講
師
は
、
数
々
の
都
市
計
画
、

土
地
利
用
計
画
に
携
わ
っ
た

経
験
を
も
つ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。

産
学
、
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ま
た
企

業
連
合
の
力
を
基
礎
と
す
る

事
業
手
法
の
導
入
を
訴
え

た
。

　

藤
井
教
授
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
今
日
の

熱
い
議
論
が
今
後
も
続
く
こ

と
を
希
望
し
、
そ
れ
ら
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

て
行
き
た
い
と
の
抱
負
を
述

べ
ら
れ
た
。

　
一
方
市
企
画
課
で
は
、
計

画
策
定
に
向
け
て
、
市
民
懇

談
会
に
参
加
す
る
方
の
公
募

を
発
表
し
た
。
１
０
０
名

規
模
で
、
10
月
17
日
に
第
一

回
懇
談
会
を
開
催
す
る
と
い

う
。

問
合
せ
は
朝
霞
市
企
画
課

０
４
８（
４
６
３
）３
０
８
９

【
直
通
】
へ
。

シリーズ「平林寺の四季」 
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平
成
17
年
１
月
１
日
発
行

の
広
報
「
あ
さ
か
」
に
よ
る

と
、
南
口
駅
前
広
場
の
基
本

構
想
で
は
、
自
動
車
、
自
転

車
お
よ
び
歩
行
者
に
配
慮
し

な
が
ら
も
、
緑
、
文
化
、
憩

い
の
あ
る
場
所
を
つ
く
る
と

い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
趣
旨
は
優
れ
て

い
る
と
は
思
い
ま
す
し
、「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
見
事
で
す
。

し
か
し
広
場
を
利
用
す
る
市

民
と
し
て
何
が
し
か
の
も
の

足
り
な
さ
を
感
じ
る
の
で
す
。

ほ
か
の
駅
前
と
は
一
味
違
う

差
別
化
と
言
い
ま
す
か
、
キ

ラ
リ
と
光
る
素
晴
ら
し
さ
が

欲
し
い
の
で
す
。
例
え
ば
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
徹
底
的
に

推
進
し
て
、
視
覚
障
害
者
の

ほ
か
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、

子
育
て
の
方
に
や
さ
し
い
デ

ザ
イ
ン
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
直

接
意
見
を
聞
く
、
音
声
、
文

字
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
、
広
場
へ
の
タ
ク
シ
ー

の
参
入
で
は
、
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
、車
椅
子
対
応
、タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
ヘ
ル
パ
ー
有

資
格
者
を
一
定
割
合
義
務
付

け
る
な
ど
。

　

バ
ス
、
東
武
鉄
道
と
の
協

議
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
徹
底

さ
せ
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い

徹
底
的
な
取
組
み
が
行
わ
れ

れ
ば
、
朝
霞
駅
に
降
り
立
つ

こ
と
が
誇
り
に
な
る
に
違
い

な
い
と
思
う
の
で
す
。

【
朝
霞
市
本
町　
田
代
嘉
男
】

オ
ピ
ニ
オ
ン

朝
霞
市
南
口
駅
前
広
場
の
基

本
構
想
に
意
見
あ
り

消
防
ハ
シ
ゴ
車
も
入
れ
な
い
道

路
沿
い
の
高
層
は
大
丈
夫
？

イ
イ
ダ
跡
地
周
辺
住
民
の
不
安

は
つ
の
る

旧米軍基地跡地の
利用を考えるシンポジウム
貴重な財産をみんなの手で

　

毎
年
七
月
末
に
行
わ
れ
る

大
和
田
氷
川
神
社
の
夏
祭
り

「
は
だ
か
神
輿
」
は
今
か
ら

百
八
十
年
前
に
始
め
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

担
ぎ
手
は
、
白
足
袋
に
一

反
晒
の
褌
を
締
め
上
げ
、
神

輿
を
担
ぐ
と
き
は
、
法
被
を

脱
ぎ
、
丸
め
て
肩
に
乗
せ
ま

す
。
褌
姿
で
神
輿
を
担
ぐ
こ

と
か
ら
、
何
時
し
か
、「
は
だ

か
神
輿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
別
名
「
荒あ
ら
み
こ
し
神
輿
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
や
ん
よ
ー
、
や
ん
よ
ー
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
大
和

田
囃
子
を
先
導
に
川
越
街
道

を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

神
輿
を
左
右
に
荒
々
し
く

揉
む
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴

が
あ
り
、
さ
ら
に
、
神
輿
を

頭
上
に
差
し
上
げ
た
り
、
地

上
す
れ
す
れ
に
落
と
し
た
り
、

く
る
く
る
と
駆
け
足
で
神
輿

を
廻
し
た
り
も
し
ま
す（
新

座
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

会
の
資
料
か
ら
）。

　

五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
、
無
病
息
災

を
願
う
こ
の
土
地
の
人
々
に

よ
っ
て
大
和
田
地
区
あ
げ
て

の
祭
り
と
し
て
現
在
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

新
座
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

大
和
田
氷
川
神
社
は
だ
か
神
輿

〜
往
く
夏
〜
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科
学
立
国
を
め
ざ
し
て

　

東
上
線
の
和
光
市
駅
南
口

か
ら
約
十
五
分
位
歩
い
た
広

沢
地
区
に
、
独
立
行
政
法
人

「
理
化
学
研
究
所
」
が
あ
る
。

理
化
学
研
究
所
は
、
わ
が
国

随
一
の
自
然
科
学
に
お
け
る

総
合
研
究
所
で
、
そ
の
中
核

部
は
こ
こ
和
光
研
究
所
に
お

か
れ
て
い
る
。

　

理
化
学
研
究
所（
当
時
は

財
団
法
人
）が
設
立
さ
れ
た

の
は
大
正
六（
一
九
一
七
）年

三
月
の
こ
と
だ
。
工
業
原
料

と
な
る
資
源
が
乏
し
く
、
し

か
も
人
口
が
多
い
日
本
は
、

理
化
学
に
も
と
づ
い
た
学
問

の
力
に
よ
っ
て
国
運
を
発
展

さ
せ
る
以
外
に
道
は
な
い
と

い
う
、
い
わ
ば
「
科
学
立
国
」

を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

理
化
学
研
究
所
は
幸
運
な

ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
か
に
み

え
た
。
し
か
し
、
初
代
所
長

は
、
就
任
五
ヶ
月
に
し
て
急

逝
し
た
。
し
か
も
、
難
航
の

末
に
就
任
し
た
二
代
目
所
長

に
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結

後
の
不
景
気
の
嵐
が
お
そ
っ

た
。
研
究
所
の
運
営
費
の
主

要
部
分
は
財
界
か
ら
の
寄
付

金
に
あ
っ
た
か
ら
、
一
大
危
機

で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で

二
代
目
所
長
は
、
健
康
上
の

問
題
を
理
由
に
辞
任
し
た
。

　

期
待
の
三
代
目
所
長

　

問
題
点
が
山
積
し
て
い
る

さ
な
か
、
期
待
の
星
と
し
て

三
代
目
所
長
に
推
さ
れ
た
の

が
、
子
爵
・
貴
族
院
議
員
・

工
学
博
士
・
東
京
帝
国
大

学
工
学
部
造
兵
科
教
授
の

大
河
内
正
敏
で
あ
る
。
時
に

四
十
三
歳
。

　

大
河
内
は
、ま
ず
物
理
部
・

化
学
部
と
い
う
部
制
度
を
廃

止
し
、
部
長
と
い
う
職
制
も

な
く
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、

幾
人
も
の
主
任
研
究
員
を
設

け
、
研
究
テ
ー
マ
、
予
算
、

人
事
の
い
っ
さ
い
を
ま
か
せ

る
「
主
任
研
究
員
制
度
」
を

導
入
し
た
。
こ
の
と
き
十
四

人
の
主
任
研
究
員
が
お
か
れ

た
。

　

大
河
内
は
言
っ
た
。「
基

金
は
五
年
た
た
な
い
う
ち
に

無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
ま
で
積
極
的
に
や
る
。

研
究
成
果
さ
え
あ
が
っ
て
い

れ
ば
、
政
府
も
放
っ
た
ま
ま

で
は
お
く
ま
い
」
と
。

　

ま
た
、
大
河
内
は
週
に

二
、三
度
は
各
研
究
室
を
ま

わ
り
、「
ど
う
で
す
か
」
を

連
発
し
た
。
若
い
研
究
員
が
、

恐
る
お
そ
る
実
験
器
具
の
購

入
を
求
め
て
所
長
に
う
か
が

い
を
た
て
る
と
、「
買
う
な
ら
、

い
ま
日
本
で
買
え
る
も
っ
と

も
良
い
も
の
を
買
い
な
さ
い
」

と
元
気
づ
け
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
理
化
学
研
究
所

は
、「
科
学
者
の
楽
園
」
と

よ
ば
れ
、大
河
内
正
敏
は「
科

学
者
の
楽
園
を
つ
く
っ
た
男
」

と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

研
究
成
果
を
事
業
に
活
か
す

　

い
っ
ぽ
う
出
費
は
ふ
え
つ

づ
け
る
。
い
ま
や
資
金
を
得

る
方
法
は
研
究
成
果
を
活
か

し
、
そ
れ
を
事
業
化
す
る
こ

と
し
か
な
い
。
事
業
化
の
最

初
は
吸
湿
材
「
ア
ド
ソ
ー
ル
」

の
開
発
で
あ
り
、
そ
の
あ
と

で
売
り
出
し
た
「
理
研
ビ
タ

ミ
ン
」
は
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と

な
っ
た
。

　

大
河
内
は
、
発
明
を
工

業
化
す
る
た
め
の
事
業
体

を
も
つ
決
意
を
し
、
昭
和
二

（
一
九
二
七
）年
に
「
理
化
学

興
業
」
を
設
立
し
た
。
そ
の

後
も
、
た
と
え
ば
「
理
研
マ

グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム
」「
理
研
ピ
ス

ト
リ
ン
グ
工
業（
現
リ
ケ
ン
）」

「
理
研
感
光
紙（
理
研
光
学

工
業
。
現
リ
コ
ー
）」
な
ど

の
会
社
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
つ
く

ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た

集
団
は
「
理
研
産
業
団
」
と

か
「
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」
と

よ
ば
れ
た
。

　

敗
戦
、
そ
し
て
死

　

し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

日
本
の
社
会
・
経
済
は
戦

時
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
軍

事
産
業
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
。
そ
し
て
軍
部
の
要
請
に

よ
り
、
仁
科
芳
雄
研
究
室
が

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン（
加
速
器
の

一
種
）を
使
っ
て
、
ウ
ラ
ン
の

核
分
裂
で
で
き
る
原
子
核
の

実
験
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も

関
連
し
て
か
、
戦
後
、
大
河

内
は
公
職
追
放
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年
、

大
河
内
は
公
職
追
放
解
除
と

な
っ
た
が
脳
軟
化
症
に
倒
れ
、

翌
年
八
月
に
七
十
三
歳
の
生

涯
を
終
え
た
。

　

な
お
、
東
宝
映
画
の
お

嬢
さ
ん
ス
タ
ー
と
し
て
昭
和

二
十
八（
一
九
五
三
）年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
河
内
桃
子
は
、

旧
姓
本
名
は
大
河
内
桃
子

で
、
大
河
内
正
敏
の
次
男
の

娘
で
あ
る
。
大
河
内
正
敏
は
、

こ
の
孫
娘
を
こ
よ
な
く
か
わ

い
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

多
彩
な
人
材
と
趣
味

　

大
河
内
が
率
い
た
理
化
学

研
究
所
は
、
実
に
多
彩
な
人

材
を
う
み
だ
し
た
。
日
本
で

最
初
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
た
湯
川
秀
樹
も
一

時
籍
を
お
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
同
じ
く
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞
の
朝
永
振
一
郎

も
大
学
教
授
と
な
る
ま
で
こ

こ
の
研
究
員
で
あ
っ
た
。

　

大
河
内
は
科
学
者
で
は

あ
っ
た
が
、
趣
味
の
間
口
の

広
さ
と
深
さ
は
一
級
の
も
の

で
、
狩
猟
、
釣
り
、
料
理
、

庭
園
づ
く
り
な
ど
が
得
意

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
趣
味
の

中
で
、
も
っ
と
も
玄
人
は
だ

し
だ
っ
た
の
は
陶
磁
器
鑑
賞

だ
と
い
う
。
か
れ
が
好
ん
だ

の
は
古
九
谷
、
鍋
島
、
柿
右

衛
門
と
い
っ
た
も
の
で
、
茶

人
が
好
む
古
拙
・
枯
淡
な
も

の
よ
り
、
大
名
風
の
絢
爛
な

も
の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。

　

先
祖
は
松
平
信
綱

　

大
河
内
正
敏
の
先
祖
は
、

江
戸
時
代
の
大
名
、
松
平

伊
豆
守
信
綱（
一
五
九
六
〜

一
六
六
二
）に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
。
の
ち
に
老
中
・

川
越
藩
主
と
な
る
信
綱
は
、

羽
生
領（
埼
玉
県
羽
生
市
）

の
代
官
大
河
内
金
兵
衛
久
綱

の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生

誕
地
は
関
東
郡
代
・
伊
奈
氏

の
陣
屋（
埼
玉
県
北
足
立
郡

伊
奈
町
）で
あ
る
。
こ
の
ま

ま
な
ら
老
中
や
大
名
に
な
れ

る
は
ず
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
幸
運
な
こ
と
に
、

久
綱
の
弟
に
徳
川
家
康
の
側

近
を
し
て
い
た
正
綱
が
い
た
。

正
綱
は
家
康
の
命
で
「
長
沢

松
平
家
」
を
継
い
で
い
た
。

そ
し
て
信
綱
は
、
子
の
な

か
っ
た
叔
父
正
綱
の
養
子
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
養

子
縁
組
は
信
綱
が
望
ん
だ
こ

と
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
の
ち

に
三
代
将
軍
と
な
る
家
光
が

生
ま
れ
る
と
、
当
時
九
歳
の

信
綱
は
小
姓
と
し
て
召
し
出

さ
れ
、
以
後
、
信
頼
さ
れ
る

側
近
と
な
っ
た
。

　

や
が
て
叔
父
正
綱
に
実
子

が
生
ま
れ
た
が
、
信
綱
は
別

家
を
た
て
て
「
大
河
内
松
平

家
」
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
。
と
き
に
二
十
四
歳
で
、

信
綱
と
い
う
名
も
こ
の
と
き

付
け
た
名
で
あ
る
。
頭
の
回

転
が
よ
く
、「
知
恵
伊
豆
」

と
い
う
異
名
を
つ
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
大
河
内
松
平
家
は
、

の
ち
に
上
州
高
崎
、
三
河
吉

田（
豊
橋
）、
上
総
大お
お
た
き

多
喜
の

三
家
に
わ
か
れ
た
。
こ
の
三

家
は
江
戸
時
代
に
は
松
平
姓

を
名
乗
っ
た
が
、
明
治
維
新

後
は
大
河
内
姓
に
も
ど
っ
た
。

　
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
養
子

　

信
綱
の
幕
府
に
対
す
る

功
績
の
一
つ
に
、
寛
永
十
四

（
一
六
三
七
）
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
島
原
・
天

草
の
一
揆（
島
原
の
乱
）を

鎮
め
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
の
功
で
、
忍
藩（
行

田
市
）
三
万
六
〇
〇
〇
石

か
ら
川
越
藩
六
万
石（
の
ち

七
万
五
〇
〇
〇
石
）に
栄
転

と
な
っ
た
。

　

信
綱
は
川
越
領
内
と
江

戸
を
結
ぶ
商
品
流
通
路
と

し
て
新
河
岸
川
に
舟
運
を
開

い
た
。
ま
た
、
江
戸
に
向
け

て
玉
川
上
水
を
開
く
と
と
も

に
、
そ
こ
か
ら
の
分
水
に
よ
っ

て
領
内
に
野
火
止
用
水
を
開

削
し
た
。

　

き
わ
め
て
多
才
で
あ
り
、

し
か
も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、

現
実
に
役
立
つ
こ
と
を
実
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
松
平

信
綱
と
大
河
内
正
綱
に
共
通

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

大
河
内
正
敏
は
、明
治
十
一

（
一
八
七
八
）年
、
上
総
大
多

喜
家
の
最
後
の
藩
主
・
大
河

内
正ま
さ
た
だ質

の
長
男
と
し
て
う
ま

れ
た
。
だ
が
、
若
き
日
の
父

正
質
は
幕
府
軍
主
戦
派
の
ひ

と
り
で
あ
っ
た
。
明
治
新
政

府
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
て
大

多
喜
城
は
取
り
壊
さ
れ
、
当

時
二
〇
歳
の
正
質
は
捕
ら
わ

れ
の
身
と
な
っ
た
。
の
ち
に

解
放
さ
れ
た
が
、
も
は
や
恵

ま
れ
た
家
格
と
は
い
え
な
い

あ
り
さ
ま
だ
。

　
い
っ
ぽ
う
、
三
河
吉
田
の

大
河
内
家
で
は
、
明
治
新
政

府
側
に
味
方
し
た
た
め
恵
ま

れ
た
生
活
が
つ
づ
け
ら
れ
た

が
、
跡
継
ぎ
の
男
子
が
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
正
敏
が
養

子
に
は
い
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

松
平
信
綱
も
大
河
内
正

敏
も
、
同
じ
一
族
内
の
脚
光

を
浴
び
て
い
る
家
の
養
子
に

な
っ
た
と
い
う
共
通
点
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
偶
然

の
こ
と
に
し
ろ
歴
史
の
面
白

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

広
沢
原
と
平
林
寺

　

理
化
学
研
究
所
は
、
昭
和

二
十
三（
一
九
四
八
）年
三
月

に
「
株
式
会
社
・
科
学
研
究

所
」
と
改
組
さ
れ
、
一
〇
年

後
に
「
特
殊
法
人
・
理
化
学

研
究
所
」
と
し
て
再
発
足
し

た
。
新
し
い
理
化
学
研
究
所

が
、
現
在
の
埼
玉
県
和
光
市

の
地
に
七
万
坪
の
土
地
を
得

て
移
転
を
開
始
し
た
の
は
昭

和
三
十
八（
一
九
六
三
）年
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地

は
か
つ
て
広
沢
原
と
よ
ば
れ
、

武
藏
野
の
面
影
を
の
こ
す
草

原
や
雑
木
林
が
広
が
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
十
五（
二
〇
〇
三
）年

一
〇
月
か
ら
は
「
独
立
行
政

法
人
・
理
化
学
研
究
所
」
と

な
り
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受

賞
者
の
野
依
良
治
が
初
代
の

理
事
長
に
就
任
し
た
。

　

和
光
市
に
隣
接
す
る
新
座

市
に
は
、
関
東
に
そ
の
名
を

知
ら
れ
た
名
刹
・
平
林
寺
が

あ
る
。
平
林
寺
は
も
と
岩

槻（
現
さ
い
た
ま
市
内
の
北

東
部
）に
あ
り
、
大
河
内
氏

の
霊
廟
と
な
っ
て
い
た
。
川

越
藩
主
と
な
っ
た
松
平
信
綱

は
、
野
火
止
の
原
野
に
平
林

寺
を
移
そ
う
と
の
強
い
意
志

を
も
っ
て
い
た
。
信
綱
の
こ

の
願
い
は
、
そ
の
死
の
翌
年

に
子
の
松
平
輝
綱
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
た
。
武
蔵
野
の
面

影
を
残
す
野
火
止
の
平
林
寺

に
、
い
ま
松
平
信
綱
も
大
河

内
正
敏
も
、
共
に
ね
む
り
に

つ
い
て
い
る
。

（
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
田

親
平
氏
の
『「
科
学
者
の
楽

園
」
を
つ
く
っ
た
男
【
日
経

ビ
ジ
ネ
ス
文
庫
】』
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

̶

科
学
者
の
自
由
な
楽
園
づ
く
り
を

目
指
し
た
松
平
信
綱
の
子
孫̶

安
斎　

達
雄

大お
お
こ
う
ち
 
ま
さ
と
し

河
内
正
敏 その 22

大
正
6
年（
１
９
１
７
）

駒
込
に
設
立

完
成
直
後
の
1
号
館（
左
）

と
2
号
館（
右
）

駒
込
か
ら
和
光
に
移
転

す
る
前
の
正
面

著
者
宮
田
親
平
氏
は
東
京
大
学
薬

学
部
出
身
、
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。「
が
ん
」「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」

な
ど
の
著
作
は
多
数
に
の
ぼ
る
。

文
芸
春
秋
社
に
勤
務
、「
週
刊
文

春
」
編
集
長
を
つ
と
め
た
。




